
令和３年度 事業報告 

 

「文化芸術で歓びと希望を感じるまちづくり」の運営理念のもと、入間市文化創造アト

リエの指定管理業務及び法人独自の事業を展開した。 

新型コロナウイルス感染症の影響は２年目となった。イベント開催や貸館などに制限が

課せられ厳しい施設運営となった。施設利用では収容人数が 50～70％、利用時間が２１時

までの利用になった。 

しかしながら、コロナ禍の中で、文化芸術に関わる方や享受する方の気持ちに寄り添い、

安心安全な活動の場の提供に努めた。結果として、来館者は前年の２倍になった。 

 

１．文化創造事業の概要 

事業実施に当たっては「プラン推進会議」で計画を共有し、「ひとづくり」「魅力づくり」

「芽づくり」「まちづくり」の各事業をディレクター、スタッフが協調して行った。事業計

画は、単年度ではなく長期的な視点に立ち運営方針に沿って立案している。 

新型コロナウイルス感染症の影響により開催した事業のほとんどが人数を制限するなど

文化施設にとっては大打撃であった。しかし、新しい生活様式に対応した事業を考える良

い機会にもなった。アフターコロナでの「文化施設の存在意義」を職員スタッフ一同で考

え、「遠くより住む地域を」のテーマのもと、近隣のファミリーを対象にした事業を立案実

施し効果を得たと感じた。 

 

 [指定管理における文化創造事業] 

事業計画は、市民の運営を基本とするアトリエ設置条例と運営方針に基づき、各分野の

ディレクターと事務局が企画立案し実施した。コロナウイルスの影響で昨年同様、すべて

の事業において、多数の集客は控え感染対策を講じて開催した。 

事業別については下記のとおりである。 

① 「ひとづくり」事業では、文化芸術に関心を持つ方、それを支えるスタッフなどを積

極的に育てていく企画を行っている。「アート学習会」では、昨年に続き、仏像をテ

ーマに学習した。コロナ禍にあっても多くの受講者があり学習意欲を感じた。その他、

将来のディレクター候補の発掘と育成、公演などに当たって案内や誘導、終演後の撤

収など運営に関わるスタッフの育成を行った。 

② 「魅力づくり」事業では、「アミーゴライブ」「落語会」「夕涼みライブ」「おいしい朝

コンサート」など上質な文化芸術を鑑賞する機会を提供した。人間国宝の山本東次郎

師を迎える「いるま狂言会」は昨年中止としたが、本年度は産業文化センターで収容

人数を半減にして開催した。入間での狂言の灯を灯し続けることができた。染織工房

は昨年と比較し約２倍の体験者があった。市民の文化活動に対する参加意欲の強さを

感じた。こんな状況だからこそ、心の健康を保つため「文化芸術」の力をアミーゴが

推進力となって発揮した一年であった。 

③ 「芽づくり」事業では、「ドラマ工房」「子ども事業」などを実施した。「ドラマ工房」



は、公募市民で作る「劇団アミーゴ」の稽古を通し、公演を実施するものである。本

年度も入場者を制限するなどして開催した。コロナを題材に「アマビーの季節」を上

演した。三回公演は満席で好評であった。「子ども事業」では、「ハロウィン 2021」「ハ

ッピークリスマス 2021」を行った。ともに期間を長くし、一時に多くの人が集まら

ないように企画した。地域のファミリーをターゲットに新しく企画したものであるが、

手ごたえを感じた。 

④ 「まちづくり」事業では、「クラフトフェア」は昨年に引き続き中止したが、「アート

な春フェス」は内容を縮小して開催に漕ぎつけた。また、SNS の活用よる新企画も行

った。「こいのぼりイラスト」の募集や動画で「アーティストトーク」を流し会場に

来られなくても作品を鑑賞できる企画など。多くの視聴者があり、今後の企画の参考

となった。 

「スタンプラリー」「日曜マーケット」「ハンドメイド＆マルシェ」「街かどインフ

ォ」などの事業も行った。いずれも、アミーゴを地域のシンボルとする取り組みとし

て新しい生活様式に合うような企画を展開した。 

コロナ禍で遠くよりも住む地域に関心を寄せる傾向が強くなっている現状に、今後

も身近で楽しめる施設づくりを目指したい。 

 

[法人独自の文化創造事業] 

指定管理業務である文化創造事業のほか、長年培った事業ノウハウをもって、多くの

NPO 法人独自の事業を行った。 

本年度は、子どもゆめ基金の助成事業「Fun！AMIGO！体験ひろば」を開催した。夏

休み出かけられなかった子どもが多かったせいか、多くの申し込みがあり盛況であった。

公民館落語会も少人数での開催ではあるが復活した。 

 

 

２．アトリエ施設管理事業（指定管理事業） 

①施設運営 

市民ニーズに対応した窓口サービスを心がけ、利便性を考えた貸館運営を行った。 

新型コロナウイルス感染症の影響は、貸館休止がなかったので昨年より少なかったが、ま

ん延防止措置発令などに伴う事業の縮小及び活動自粛による影響は続いた。職員、ディレ

クターはじめ関係者の連携協力で大きな問題もなく業務が遂行できた。 

②見学等対応 

希望する団体に施設及び運営の説明紹介を行った。（6 団体） 

コロナ感染症の影響のあった前年度より 3 件増えた。 

③修繕、清掃美化 

・来館者、利用者の安心安全の確保とアメニティー空間を確保するため、施設の修繕、清

掃美化に努めた。修繕では、染工房の窓枠、東屋、の塗装、テラス前のベンチの取り換

えを行った。 



・ガーデンボランティア活動 

 館庭美化のため、ボランティアにより除草作業を月２回程度９回行った。その他、個々

で都合をつけて除草作業を行うなどボランティアのご協力で、館庭の美化が図られた。

各回 6～8 人の参加があった。 

 

３．広報活動 

・ホームページ、フェイスブック、ツイッターなどによる情報提供を常時行った。 

・広報紙「赤いのこぎり屋根」を５回発行した。 

・事業チラシを 10 回、ﾐﾆｶﾞｲﾄﾞ(A5 版)4 回発行した。 

・ハロウィンやクリスマス期間に子ども向けスタンプを製作しラリーを行った。 

・キャラクター「アミちゃん」をチラシなど広報等に利用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊このほか様々なメディア、雑誌に取り上げられた。 

・新聞に記事が掲載される。（ふるさとづくり大賞受賞記事）  

・織物工房体験、茶染め体験情報が情報サイト、雑誌に掲載。  

・西武鉄道ウォーキング情報誌掲載。 

・ミニコミ雑誌に掲載。「ぱど」に文化事業記事掲載。    

・NHK ラジオ、FM 茶笛に放送出演。 

・入間ケーブルテレビに事業の放映。 


